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 研究課題の総合的な評価  

該当欄 評価基準 

○ Ａ＋ 期待以上の研究の進展があった 

 Ａ 期待どおり研究が進展した 

 Ｂ 期待したほどではなかったが、一応の進展があった 

 Ｃ 十分な進展があったとは言い難い 

 
 
 評価意見 

本研究課題は、当初の２つの目標である、「線虫をモデルとした食餌制限とシグナ

ル伝達」、「発生初期のシグナル制御」について、いずれも優れた成果をあげている。

特に、断続的食餌制限によって、これまでの食餌制限と寿命の関連以上の新たなシ

グナル伝達の展開を示したことは非常に優れた成果である。 

発生に関しても Sprouty による ERK 経路の初期胚の背腹の決定への関与などアフ

リカツメガエルを用いて示した結果は高く評価できる。 

質の高い論文を多く出しており、国際的にも高く評価されている。 

 

  


